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当
機
構
で
は
、
経
営
環
境
の
変
化
等
に
伴

い
、
企
業
経
営
が
変
化
す
る
な
か
で
、
企
業

の
雇
用
管
理
等
に
ど
の
よ
う
な
動
き
が
生
じ

て
い
る
か
、
ま
た
そ
れ
が
勤
労
者
の
働
き
方

や
暮
ら
し
方
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
、

そ
の
実
態
と
課
題
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
経
営
環
境
の
変
化
の
下
で

の
人
事
戦
略
と
勤
労
者
生
活

に
関
す
る
実
態
調
査
」
を
昨

年
一
月
に
実
施
し
た
。
本
稿

で
は
、
調
査
結
果
を
も
と
に

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
」
の
状
況
に
焦
点
を
当

て
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
。

な
お
、
本
調
査
は
、
全
国
の

従
業
員
数
一
〇
〇
人
以
上
の

企
業
一
万
社
及
び
調
査
対
象

企
業
で
働
く
正
規
従
業
員
一

〇
万
人
を
対
象
に
実
施
し
、

企
業
調
査
で
は
、
一
二
九
一

社
（
有
効
回
収
率
一
二
・
九

％
）、
従
業
員
調
査
で
は
七

一
六
八
人
（
同
七
・
二
％
）

か
ら
回
答
を
得
た
。

１
．
仕
事
と
生
活
の
現
状

―

希
望
は
「
生
活
」
優
先
、現
実
に
は
「
仕

事
」
優
先
の
割
合
が
高
い

①
仕
事
と
生
活
の
優
先
度

「
仕
事
」
優
先
が
六
割
強

従
業
員
調
査
で
、
現
在
、
仕
事
と
家
庭
の

ど
ち
ら
を
優
先
し
て
い
る
か
き
い
た
と
こ
ろ
、

仕
事（「
仕
事
」＋「
ど
ち
ら
と
い
え
ば
仕
事
」）

を
優
先
し
て
い
る
と
す
る
割
合
が
六
割
強

（
六
三
・
八
％
）
で
最
も
多
い
。
次
い
で
「
同

じ
く
ら
い
」
が
約
二
割
（
一
九
・
七
％
）、

生
活
（「
生
活
」
＋
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

生
活
」）
を
優
先
と
す
る
割
合
が
二
割
弱
（
一

五
・
九
％
）
の
順
で
あ
っ
た
。

仕
事
（「
仕
事
」
＋
「
ど
ち
ら
と
い
え
ば

仕
事
」）
を
優
先
し
て
い
る
と
す
る
割
合
を

性
別
に
み
る
と
、
女
性
（
五
八
・
五
％
）
よ

り
男
性
で
高
い
（
六
六
・
四
％
）。
年
齢
別

に
み
る
と
、
五
〇
代
以
上
で
最
も
高
く
（
七

一
・
三
％
）、
役
職
別
に
み
る
と
、
部
長
相

当
職
以
上
で
最
も
高
い
（
七
七
・
七
％
）。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
現
状
と
課
題

―
経
営
環
境
の
変
化
の
下
で
の
人
事
戦
略
と

勤
労
者
生
活
に
関
す
る
実
態
調
査
の
結
果
か
ら

図表 1　現在の仕事と生活の優先度（従業員調査）

図表 2　仕事と生活の優先度に関する希望（従業員調査）
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こ
れ
を
職
種
別
に
み
る
と
、
管
理
的
な
仕
事

で
最
も
高
く
（
七
四
・
九
％
）
高
く
、
次
い

で
販
売
の
仕
事
（
七
二
・
九
％
）
な
ど
の
順

と
な
っ
て
い
る
（
図
表
１
）。

②
仕
事
と
生
活
の
優
先
度
に
関
す
る
希
望

希
望
は
「
生
活
」
優
先

他
方
、
こ
れ
か
ら
、
仕
事
と
家
庭
の
ど
ち

ら
を
優
先
さ
せ
た
い
か
の
問
い
に
は
、
生
活

（「
生
活
」
＋
「
ど
ち
ら
と
い
え
ば
生
活
」）

を
優
先
さ
せ
た
い
と
す
る
割
合
が
約
四
割

（
三
九
・
五
％
）
で
最
も
多
く
、次
い
で
「
同

じ
く
ら
い
」
が
四
割
弱
（
三
七
・
九
％
）、

仕
事
（「
仕
事
」
＋
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
仕
事
」）
を

優
先
さ
せ
た
い
が
約
二
割

（
二
二
・
一
％
）
の
順
で
あ

っ
た
。

①
の
現
状
と
比
較
す
る
と

希
望
で
は
、
生
活
を
優
先
さ

せ
た
い
と
い
う
傾
向
が
う
か

が
え
る
。

さ
ら
に
、生
活
（「
生
活
」

＋
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
生

活
」）
を
優
先
さ
せ
た
い
と

す
る
割
合
を
性
別
に
み
る
と
、

男
性
よ
り
女
性
で
高
く
（
四

六
・
三
％
）、
年
齢
別
に
み

る
と
、
二
〇
代
以
下
で
最
も

高
く
（
四
五
・
九
％
）、
役

職
別
に
み
る
と
、
一
般
社
員

で
最
も
高
い
（
四
二
・
三
％
）。

職
種
別
に
み
る
と
、
事
務
の

仕
事
で
最
も
高
く
（
四
三
・

七
％
）、
次
い
で
保
安
・
サ

ー
ビ
ス
の
仕
事
（
四
三
・
二

％
）、
専
門
的
・
技
術
的
な

仕
事
（
四
二
・
七
％
）
な
ど

の
順
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。

ま
た
、
週
当
た
り
労
働
時
間
別
に
み
る
と
、

労
働
時
間
が
短
い
ほ
ど
、
生
活
（「
生
活
」

＋
「
ど
ち
ら
と
い
え
ば
生
活
」）
を
優
先
さ

せ
た
い
と
す
る
割
合
が
高
い
（「
四
〇
時
間

未
満
」
四
五
・
四
％
、「
四
〇
〜
六
〇
時
間
未

満
」
三
九
・
〇
％
、「
六
〇
時
間
以
上
」
三
七
・

五
％
）。
家
事
時
間
別
に
み
る
と
、
家
事
時

間
が
長
い
ほ
ど
、
生
活
（「
生
活
」
＋
「
ど

ち
ら
と
い
え
ば
生
活
」）
を
優
先
さ
せ
た
い

と
す
る
割
合
が
高
く（「
一
時
間
未
満
」三
五
・

五
％
、「
一
〜
二
時
間
未
満
」四
〇
・
〇
％
、「
二

時
間
以
上
」
四
四
・
四
％
）、
自
由
な
時
間

別
に
み
る
と
、
自
由
な
時
間
が
短
い
ほ
ど
、

生
活（「
生
活
」＋「
ど
ち
ら
と
い
え
ば
生
活
」）

を
優
先
さ
せ
た
い
と
す
る
割
合
が
高
い（「
二

時
間
未
満
」
四
三
・
七
％
、「
二
〜
五
時
間
未

満
」
三
七
・
六
％
、「
五
時
間
以
上
」
三
七
・

一
％
）。
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
有
無

別
に
み
る
と
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が

い
る
者
の
方
が
、
生
活
（「
生
活
」
＋
「
ど

ち
ら
と
い
え
ば
生
活
」）
を
優
先
さ
せ
た
い

と
す
る
割
合
が
高
く
（
四
六
・
四
％
）、
要

介
護
者
の
有
無
別
に
み
る
と
、
要
介
護
者
が

い
る
者
の
方
が
、
生
活
（「
生
活
」
＋
「
ど

ち
ら
と
い
え
ば
生
活
」）
を
優
先
さ
せ
た
い

と
す
る
割
合
が
高
い
（
四
一
・
二
％
）
結
果

と
な
っ
て
い
る
（
図
表
３
）。

２
．
仕
事
と
生
活
の
調
和

―

仕
事
と
生
活
の
調
和
が
と
れ
て
い
な
い

理
由
と
し
て
、「
休
暇
が
取
り
に
く
い
こ
と
」、

「
労
働
時
間
が
長
い
こ
と
」
を
挙
げ
る
割
合

が
多
い

①
五
割
強
が
調
和
が
と
れ
て
い
る
と
回
答

で
は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
に
つ
い
て
勤

労
者
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う

図表 3　仕事と生活の優先度に関する希望（従業員調査）

図表4　仕事と生活の調和がとれていると感じているか（従業員調査）
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か
。現

在
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
と
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
か
き
い
た
と
こ
ろ
、「
感
じ

て
い
る
」
が
五
割
強
（
五
四
・
二
％
）
と
、「
感

じ
て
い
な
い
」（
四
三
・
〇
％
）
を
上
回
っ
て

い
る
。

「
感
じ
て
い
な
い
」
と
す
る
割
合
を
性
別

に
み
る
と
、女
性
よ
り
男
性
で
高
く
（
四
四
・

二
％
）、
年
齢
別
に
み
る
と
、
三
〇
代
で
最

も
高
く
（
四
八
・
二
％
）、
役
職
別
に
み
る
と
、

課
長
相
当
職
で
最
も
高
い
（
四
五
・
八
％
）。

こ
れ
を
職
種
別
に
み
る
と
、
販
売
の
仕
事
で

最
も
高
く
（
五
九
・
四
％
）、
次
い
で
保
安
・

サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
（
五
二
・
四
％
）、
運
輸
・

通
信
の
仕
事
（
五
〇
・
〇
％
）
な
ど
の
順
で

あ
っ
た
（
図
表
４
）。

②
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
と
れ
て
い
な
い
と

感
じ
る
理
由

な
ぜ
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
と
れ
て
い

な
い
と
感
じ
る
の
か
。
現
在
、
仕
事
と
生
活

の
調
和
が
と
れ
て
い
る
と「
感
じ
て
い
な
い
」

者
に
、
そ
の
理
由
を
き
い
た
と
こ
ろ
（
複
数

回
答
）、「
趣
味
の
時
間
が
と
れ
な
い
か
ら
」

を
挙
げ
る
割
合
が
最
も
多
く
（
四
九
・
三
％
）、

次
い
で
「
家
族
と
と
も
に
過
ご
す
時
間
が
少

な
い
か
ら
」（
四
七
・
九
％
）、「
家
に
い
て
も

仕
事
の
こ
と
が
常
に
気
に
か
か
る
か
ら
」（
四

二
・
二
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
（
図

表
５
）。
こ
の
よ
う
に
、
仕
事
の
時
間
に
比

べ
て
、
そ
の
他
の
生
活
の
時
間
が
少
な
い
と

感
じ
て
い
る
こ
と
が
、
仕
事
と
生
活
の
調
和

が
と
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
原
因
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
た
め
、
よ
り

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
仕
事
と
仕
事
以
外
の
生

活
時
間
の
配
分
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
だ
ろ
う
。

③
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
支
障
に
な
っ
て
い

る
点さ

ら
に
、
現
在
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
が

と
れ
て
い
る
と
「
感
じ
て
い
な
い
」
者
に
、

原
因
と
な
り
得
る
項
目
に
つ
い
て
、
仕
事
と

生
活
の
調
和
の
支
障
に
な
っ
て
い
る
か
を
き

い
た
と
こ
ろ
、「
支
障
に
な
っ
て
い
る
」
と
す

る
割
合
は
、「
休
暇
が
取
り
に
く
い
こ
と
」、

「
労
働
時
間
が
長
い
こ
と
」
で
そ
れ
ぞ
れ
約

五
割
（
五
二
・
一
％
）
と
最
も
多
い
。
次
い

で
「
業
務
量
が
多
い
こ
と
」
で
四
割
強
（
四

三
・
四
％
）、「
賃
金
が
安
い
こ
と
」
で
約
四

割
（
四
一
・
六
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
（
図
表

６
）。
こ
れ
ら
支
障
に
な
っ
て
い
る
点
を
取

り
除
く
た
め
、
企
業
に
は
、
年
休
取
得
率
の

向
上
や
労
働
時
間
の
短
縮
、
さ
ら
に
は
、
適

切
な
賃
金
水
準
の
確
保
な
ど
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ

う
。

３
．
労
働
時
間
等
の
状
況

―

長
時
間
労
働
者
が
も
た
ら
す
悪
影
響
と

し
て
、
就
業
意
欲
の
低
下
や
生
産
性
の
低
下

を
挙
げ
る
企
業
は
約
五
割

　

①
長
時
間
労
働
の
要
因

「
休
暇
が
取
り
に
く
い
こ
と
」
や
「
労
働

時
間
が
長
い
こ
と
」、「
業
務
量
が
多
い
こ
と
」

な
ど
が
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
み
て
き
た
が
、
実
際
の
労
働

時
間
等
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
か
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
。

従
業
員
調
査
で
週
当
た
り
労
働

時
間
を
み
る
と
、
四
〇
〜
六
〇
時

間
未
満
が
約
七
割（
七
〇
・
三
％
）

と
最
も
多
く
、
六
〇
時
間
以
上
は

一
割
強
（
一
四
・
七
％
）、
四
〇

時
間
未
満
は
約
一
割
（
一
一
・
三

％
）
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
７
）。

次
に
、
企
業
調
査
で
、
正
社
員

の
う
ち
長
時
間
労
働
を
行
う
者

（
週
あ
た
り
の
労
働
時
間
が
お
よ

そ
六
〇
時
間
以
上
に
な
る
者
）
の

割
合
は
三
年
前
と
比
べ
て
増
加
し

て
い
る
か
き
い
た
と
こ
ろ
、「
変
わ

ら
な
い
」
と
す
る
割
合
が
約
五
割

（
四
七
・
六
％
）と
最
も
多
く
、「
減

っ
て
い
る
」
と
す
る
割
合
は
約
三

割
（
三
一
・
八
％
）、「
増
加
し
て

い
る
」と
す
る
割
合
は
二
割
弱（
一

六
・
五
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
図

表
８
）。

ま
た
、
長
時
間
労
働
を
行
う
者

の
割
合
が
「
増
加
し
て
い
る
」
と

す
る
企
業
に
、
長
時
間
労
働
を
行

う
従
業
員
は
ど
の
年
齢
層
で
最
も

多
い
と
思
う
か
き
い
た
と
こ
ろ
、

図表 5　仕事と生活の調和がとれていないと感じる理由（複数回答）（従業員調査 .N=3,084）

(注) 仕事と生活の調和がとれていると「感じていない」と回答した者について集計。

図表 6　仕事と生活の調和の支障になっている点（従業員調査 .N=3,084）

(注) 仕事と生活の調和がとれていると「感じていない」と回答した者について集計。
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「
三
〇
代
」と
す
る
割
合
が
六
割
弱（
五
六
・

三
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
四
〇
代
」

（
一
六
・
九
％
）、「
二
〇
代
以
下
」（
一
〇
・

八
％
）、「
五
〇
代
以
上
」（
四
・
七
％
）
の
順

で
あ
っ
た
（
図
表
９
）。

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
長
時
間
労
働
が

発
生
し
て
い
る
の
か
。
企
業
調
査
で
、
長
時

間
労
働
者
が
発
生
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
要

因
か
ら
だ
と
思
う
か
き
い
た
と
こ
ろ
（
複
数

回
答
）、「
所
定
内
労
働
時
間
で
は
対
応
で
き

な
い
仕
事
量
だ
か
ら
」
を
挙
げ
る
割
合
が
約

五
割
（
四
七
・
六
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い

で
「
事
業
活
動
の
繁
閑
の
差
が
大
き
い
た

め
」（
三
八
・
四
％
）、「
突
発
的
な
業
務
が
し

ば
し
ば
発
生
す
る
か
ら
」（
三
六
・
三
％
）
な

ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
10
）。
長
時

間
労
働
が
発
生
し
て
い
る
要
因
は
、
ひ
と
つ

の
理
由
か
ら
で
は
な
く
様
々
な
要
因
が
複
合

的
に
重
な
り
あ
っ
て
発
生
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
る
。

②
長
時
間
労
働
の
影
響

で
は
、
こ
う
し
た
長
時
間
労
働
は
企
業
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う

か
。
長
時
間

労
働
者
が
い

る
こ
と
が
、

会
社
に
ど
の

よ
う
な
影
響

を
も
た
ら
す

と
思
う
か
き

い
た
と
こ
ろ
、

「
従
業
員
の

就
業
意
欲
が

低
下
す
る
」、

「
生
産
性
が

低
下
す
る
」

に
つ
い
て
、

あ
て
は
ま
る

（「
非
常
に

あ
て
は
ま

る
」
＋
「
あ

て
は
ま
る
」）

と
す
る
割
合

が
約
五
割

（「
従
業
員

の
就
業
意
欲

が
低
下
す

る
」
四
九
・

三
％
、「
生
産

性
が
低
下
す
る
」
四
八
・
〇
％
）
で
、
あ
て

は
ま
ら
な
い
（「
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
」

＋
「
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」）
と
す
る

割
合
（
同
四
五
・
四
％
、
同
四
六
・
四
％
）

を
上
回
る
（
図
表
11
）。

こ
の
よ
う
に
、
長
時
間
労
働
者
が
い
る
こ

と
は
企
業
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
企
業
は
、

働
き
過
ぎ
を
是
正
し
、
就
業
意
欲
向
上
、
生

産
性
向
上
の
た
め
、
先
に
み
た
長
時
間
労
働

が
発
生
し
て
い
る
要
因
を
検
討
、
分
析
し
、

労
働
時
間
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

③
有
給
休
暇
の
取
得
状
況

次
に
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
に
つ
い
て
み

て
み
る
と
、
従
業
員
調
査
で
、
有
給
休
暇
制

度
が
あ
る
者
に
、
昨
年
一
年
間
で
、
有
給
休

暇
を
取
得
し
た
こ
と
が
あ
る
か
を
き
い
た
と

こ
ろ
、「
あ
る
」
と
す
る
割
合
が
約
八
割
（
八

一
・
五
％
）
だ
っ
た
。
こ
れ
を
、
週
当
た
り

図表 7　週当たり労働時間（従業員調査 .N=7,168）

（注）（週当たり労働時間）＝（1日の労働時間）×（1週間の労働日数）で集計。以下同じ。

図表 8　長時間労働を行う正社員の割合（3年前との比較）
（企業調査 .N=1,291）

図表 9　長時間労働者が最も多い年齢層（企業調査 .N=213）

(注) 正社員のうち長時間労働を行う者の割合が「増加している」と回答した企業について集計。

図表 10　長時間労働者が発生する要因（複数回答）（企業調査 .N=1,291）

図表 11　長時間労働者がもたらす影響（企業調査 .N=1,291）
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労
働
時
間
別
に
み
る
と
、「
四
〇
時
間
未
満
」

で
約
九
割
（
九
〇
・
八
％
）
と
最
も
高
く
、

労
働
時
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
低
く
な
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
（
図
表
12
）。

ま
た
、
有
給
休
暇
制
度
を
取
得
し
た
こ
と

が
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
者
の
有
給
休
暇
の

取
得
率
を
み
る
と
、「
二
〇
％
未
満
」
が
約
三

割
（
二
八
・
七
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
二
〇
〜
四
〇
％
未
満
」が
三
割
弱（
二
五
・

九
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
13
）。

週
当
た
り
労
働
時
間
別
に
み
る
と
、
労
働
時

間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
、「
二
〇
％
未
満
」
と

す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
（
図
表
14
）。

こ
の
よ
う
に
、
週
労
働
時
間
が
長
く
な
る

に
つ
れ
、
有
給
休
暇
を
取
得
し
て
い
な
い
者

の
割
合
が
高
ま
り
、
ま
た
、
長
時
間
労
働
者

は
有
給
休
暇
の
取
得
率
も
低
い
。
現
在
の
雇

用
管
理
シ
ス
テ
ム
の
下
で
は
、
長
時
間
労
働

や
有
給
休
暇
取
得
率
の
低
下
な
ど
に
あ
ら
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
を

図
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
推
測
さ

れ
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
従
業
員
の
就
業
意

欲
や
生
産
性
を
低
下
さ
せ
、
ひ
い
て
は
各
企

業
の
競
争
力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。

４
．
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図

る
た
め
の
制
度

―

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
効
果
に
つ
い
て
、

労
使
と
も
に
プ
ラ
ス
の
評
価

　

①
従
業
員
の
希
望

こ
れ
ま
で
、
仕
事
と
生
活
の
優
先
度
や
調

和
が
と
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
労
働
時

間
等
の
状
況
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
を
図
る
た
め
の
制

度
や
慣
行
は
ど
の
程
度
企
業
で
導

入
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
従

業
員
調
査
で
、
今
後
利
用
し
た
い

（
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
）
と
考
え
て
い
る
勤
務
制
度
に

つ
い
て
き
い
た
と
こ
ろ
（
三
つ
ま

で
の
複
数
回
答
）、「
学
習
等
の
自

己
啓
発
の
た
め
の
休
暇
制
度
」
を

挙
げ
る
割
合
が
三
割
弱
（
二
五
・

三
％
）
と
最
も
多
く
、次
い
で
「
短

時
間
正
社
員
制
度
」（
二
三
・
九
％
）、

「
在
宅
勤
務
制
度
」（
一
九
・
三
％
）、

「
育
児
に
か
か
る
経
費
の
補
助
」

（
一
九
・
一
％
）
な
ど
と
な
っ
て

い
る
（
図
表
15
）。

さ
ら
に
、
こ
れ
を
性
別
に
み
る

と
、
男
性
で
は
「
学
習
等
の
自
己

啓
発
の
た
め
の
休
暇
制
度
」
を
挙

げ
る
割
合
が
最
も
高
く
（
二
七
・

二
％
）、
次
い
で
「
在
宅
勤
務
制

度
」（
二
〇
・
九
％
）
な
ど
の
順
、

女
性
で
は「
短
時
間
正
社
員
制
度
」

を
挙
げ
る
割
合
が
最
も
高
く
（
三

三
・
一
％
）、
次
い
で
「
子
ど
も

の
送
迎
等
の
た
め
の
早
退
や
遅
刻

の
許
可
」（
一
九
・
〇
％
）
な
ど
の

順
と
な
っ
て
い
る
。
年
齢
別
で
は
、

図表 12　週当たり労働時間別・有給休暇の取得状況（従業員調査）

（注）　1) 有給休暇制度が「ある」と回答した者について集計。
2) 総数には、週当たり労働時間が不明の者を含む。以下同じ。 

図表 13　　有給休暇の取得率（従業員調査 ,.N=5,732）

（注）　1) 昨年一年間に有給休暇を取得したことが「ある」と回答した者について集計。
2)  （有給休暇の取得率）＝（昨年一年間に取得した有給休暇の日数）÷（年間の所定休暇日数）×100で
集計。以下同じ。 

図表 14　週当たり労働時間別・有給休暇の取得率（従業員調査）

（注）  昨年一年間に有給休暇を取得したことが「ある」と回答した者について集計。

図表 15　今後利用したい勤務制度（3つまでの複数回答）（従業員調査 .N=7,168）
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二
〇
代
以
下
及
び
四
〇
代
で
は
「
学
習
等
の

自
己
啓
発
の
た
め
の
休
暇
制
度
」（
二
〇
代
以

下
二
四
・
五
％
、
四
〇
代
二
七
・
三
％
）、

三
〇
代
で
は
「
育
児
に
か
か
る
経
費
の
補

助
」（
三
〇
・
六
％
）、
五
〇
代
以
上
で
は
「
短

時
間
正
社
員
制
度
」（
三
三
・
五
％
）
を
挙
げ

る
割
合
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
有
無

別
に
み
る
と
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が

い
る
者
で
は
、「
育
児
に
か
か
る
経
費
の
補

助
」
を
挙
げ
る
割
合
が
最
も
高
く
（
四
一
・

九
％
）、
次
い
で
「
子
ど
も
の
送
迎
等
の
た

め
の
早
退
や
遅
刻
の
許
可
」（
二
九
・
八
％
）

な
ど
の
順
、
要
介
護
者
の
有
無
別
に
み
る
と
、

要
介
護
者
が
い
る
者
で
は
、「
短
時
間
正
社
員

制
度
」（
二
八
・
〇
％
）、「
学
習
等
の
自
己
啓

発
の
た
め
の
休
暇
制
度
」（
二
五
・
〇
％
）
に

次
い
で
、「
法
定
以
上
の
介
護
休
業
制
度
」
が

挙
が
っ
て
い
る
（
二
一
・
六
％
）。

②
企
業
の
制
度
や
慣
行

一
方
、
企
業
調
査
で
、
正
社
員
を
対
象
と

し
た
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
た
め
の
制

度
や
慣
行
の
有
無
を
き
い
た
と
こ
ろ
、「
あ

る
」
と
す
る
割
合
は
、「
育
児
や
介
護
を
行
う

従
業
員
に
対
す
る
残
業
・
休
日
労
働
の
減
免

措
置
」
で
約
五
割
（
五
〇
・
三
％
）
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
子
ど
も
の
送
迎
等
の
た
め

の
早
退
や
遅
刻
の
許
可
」で
三
割
弱（
二
五
・

六
％
）、「
法
定
以
上
の
育
児
休
業
制
度
」
で

約
二
割
（
一
八
・
〇
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
そ
の
他
の
制
度
に
つ
い
て
は
導

入
し
て
い
る
企
業
が
少
な
い
（
図
表
16
）。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
従
業
員
が
希
望
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
企
業
で
制
度
を
導

入
、
あ
る
い
は
検
討
し
て
い
る
割
合
が
低
く
、

従
業
員
が
希
望
す
る

勤
務
制
度
が
必
ず
し

も
十
分
に
整
っ
て
い

な
い
様
子
が
う
か
が

え
る
。

こ
の
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
短
時
間
勤
務

や
在
宅
勤
務
な
ど
多

様
な
就
業
形
態
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
は
、

就
業
機
会
を
広
げ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
、

労
働
力
供
給
の
増
加

に
資
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
よ
う
。

③
仕
事
と
生
活
の
調

和
を
図
る
制
度
の
効

果
企
業
で
は
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
を
図

る
た
め
の
制
度
に
は

ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
る
と
認
識
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

企
業
調
査
で
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
を
図

る
た
め
の
制
度
を
整

備
す
る
こ
と
は
ど
の

図表 16 正社員を対象とした制度の有無（企業調査 .N=1,291）

図表 17　仕事と生活の調和を図るための制度の効果 ( 企業調査 .N=1,291)

図表 18　会社による仕事と生活の調和を図る制度の整備について（従業員調査 .N=7,168）
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よ
う
な
効
果
が
あ
る
と
思
う
か
き
い
た
と
こ

ろ
、あ
て
は
ま
る
（「
非
常
に
あ
て
は
ま
る
」

＋
「
あ
て
は
ま
る
」）
と
す
る
割
合
は
、「
従

業
員
の
就
業
意
欲
が
向
上
す
る
」
で
八
割
強

（
八
四
・
〇
％
）
と
最
も
多
く
、次
い
で
「
有

能
な
人
材
が
確
保
で
き
る
」
で
七
七
・
八
％
、

「
社
会
的
責
任
を
果
た
せ
る
」
で
七
五
・
九

％
な
ど
で
あ
っ
た（
図
表
17
）。
こ
の
よ
う
に
、

企
業
は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
た
め

の
制
度
に
よ
り
、
従
業
員
の
就
業
意
欲
の
向

上
や
生
産
性
が
高
ま
る
な
ど
プ
ラ
ス
の
評
価

を
し
て
い
る
。

で
は
、
従
業
員
は
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
る
の
か
。
従
業
員
調
査
で
、
会
社
が
仕
事

と
生
活
の
調
和
を
図
る
た
め
の
制
度
を
整
備

す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
き
い
た
と

こ
ろ
、
そ
う
思
う
（「
そ
う
思
う
」
＋
「
や

や
そ
う
思
う
」）
と
す
る
割
合
は
、「
従
業
員

の
就
業
意
欲
が
向
上
す
る
」
で
約
八
割
（
七

九
・
〇
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
従
業

員
の
生
産
性
が
高
ま
る
」で
七
五
・
三
％
、「
企

業
が
社
会
的
責
任
を
果
た
せ
る
」
で
六
五
・

六
％
な
ど
で
あ
っ
た（
図
表
18
）。

ま
た
、
現
在
の
仕
事
に
満
足

し
て
い
る
か
を
き
い
た
と
こ
ろ
、

労
働
時
間
が
長
く
な
る
ほ
ど

「
不
満
」
と
す
る
割
合
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
仕
事
と
生
活
の

調
和
の
認
識
別
に
み
る
と
、
仕

事
と
生
活
の
調
和
が
と
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
者
の
方
が
、

現
在
の
仕
事
へ
の
「
満
足
度
」
が
高
く
（
七

一
・
二
％
）
と
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
な
い

者
（
四
一
・
八
％
）
よ
り
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
（
図
表
19
）。

以
上
か
ら
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る

た
め
の
制
度
の
導
入
が
仕
事
へ
の
満
足
度
を

高
め
、
就
業
意
欲
の
向
上
や
生
産
性
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
は
労
使
一
致
の
見
解
と
言

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
労
使
関
係
の
な
か
で
検
討
、
協
議
を
深
め
、

企
業
と
従
業
員
の
双
方
に
プ
ラ
ス
と
な
る
働

き
方
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

働
き
方
を
見
直
し
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
を

図
っ
て
い
く
こ
と
は
、
労
働
者
の
仕
事
に
対

す
る
満
足
感
や
就
業
意
欲
の
向
上
に
貢
献
す

る
も
の
で
あ
り
、
労
使
双
方
で
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
だ
ろ
う
。

（
調
査
・
解
析
部　

情
報
解
析
担
当　

才
川　

智
広
）

図表 19　現在の仕事の満足度（従業員調査）

（注）総数には、週当たり労働時間、仕事と生活の調和に対する認識が不明の者を含む。
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